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九州大学 基幹教育院



1

１.教室情報の確認
授業を実施する教室情報は「時間割B表」に掲載
教室の配置図は『履修要項』p.189～に掲載

特に授業期間開始直後は，教室変更が頻繁に生じる。

学生ポータルシステム（Campusmate-J）での講義情報の確認とあわせて

必ず最新版の「時間割B表」を基幹教育院のHPで確認！
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２.PCの持参について

九州大学は「PC必携」, ノートパソコンを持参すること
★学部・学科ごとに「推奨スペック」があるため入学ガイドブックを確認

PCや学内ネットワークについて不明点がある場合は，

センター１号館４階の「情報相談室」で相談可能
PCが故障した場合は，修理が終わるまでPCを借りることができる

特に以下の科目は初回授業からPCを利用するため
必ず自宅で充電の上持参すること

・サイバーセキュリティ基礎論

・情報科学Ⅰ・Ⅱ

・プログラミング演習
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３.基幹教育科目の公認欠席（公欠）について

速やかな申請がない場合，公欠扱いとできないことがある

詳細は，基幹教育院HP＞学生向け情報＞履修・授業関連・その他科目履修について＞共通の資料

＞基幹教育の公認欠席（公欠）の申請方法について（Moodle）に掲載

https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/course.html

欠席事由を証明する書類
事由発生時の

連絡先
公認欠席に該当する事由

＜季節性インフルエンザ,新型コロナウイルス感染症＞
罹患したことが確認できる書類
（別途学生ポータルシステム（Campusmate-J）で通知）

＜その他の感染症＞
診断書
※インフルエンザに限っては，当面の間添付書類を簡略化
できるため、基幹教育教務係へ要相談

WEBで申請

① 季節性インフルエンザや新型コロナウイルスなど
の感染症（＊学校保健安全法施行規則第１８条に規定
する感染症）にかかった場合

② 本学が，①の感染症にかかったおそれがあると
認め，出校停止を指示した場合

会葬礼状等の当該事由が確認できる書面

基幹教育教務係

③ ２親等以内の親族が死亡した場合

選任手続き期間の通知（呼出状）等
④ 裁判員候補者として裁判所に出向く場合及び裁判
員として職務に従事する場合

選任手続き期間の通知（呼出状）等⑤ 検察審査会の検察審査員又は補充員として職務に
従事する場合

状況により交通事業者の証明WEBで申請⑥ 天災・交通機関の障害による場合



4

４.授業の改善について

アンケート実施期間（予定）

春学期 ５月下旬～ ６月上旬

前期・夏学期 ７月中旬～ ８月上旬

秋学期 １１月中旬～１２月上旬

後期・冬学期 １月下旬～ ２月上旬

学期ごとに「授業アンケート」をMoodle上で実施
回答は今後の授業改善に反映⇒積極的で建設的な意見の回答を！

※個人情報を統計的な処理以外で利用することはありません
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５.試験について

履修登録していない科目の試験受験は認められない
※セメスター科目の場合，授業終了後の第16週目に試験が実施されることがある

※日程や教室は担当教員の告知に従うこと

期限内に証明書類の提出が無い場合や，
手続き期限を過ぎた場合は，追試験の受験は認められない

以下の追試験受験資格に該当する事情が発生した場合，

直ちに授業担当教員に報告するとともに基幹教育教務係へ連絡

①病気（医師の診断書が必要）

②２親等以内の親族・姻族および配偶者の死亡等（会葬礼状等が必要）

③その他，①，②に準ずる正当な理由によるもの

追試験を希望する場合は，原則として該当科目の試験日から３日後の１７時まで

（土日祝を含む）に，所定のフォームより申請

申請方法等の詳細は学期中に学生ポータルシステム（Campusmate-J）により配信
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６.不正受験行為・指示違反等について

・試験勉強のメモのつもりでも，

試験開始後に机上や机の中でそれらが見つかれば不正行為と認定されることがある

・試験実施教員が特別に認めた場合を除き，

試験中の携帯電話・スマートフォン等の電子機器類の使用は認められない

・レポートや課題の作成で文献やWEBから引用する場合は，本文と区別して出典を明記。

そのまま本文として使用すると「剽窃」という禁止行為となり，著作権法違反にもなる

・授業等で定められたルールで使用を禁じられているにもかかわらず，

生成AIの出力結果をそのまま提出していることが判明した場合，

カンニングや剽窃に該当することがある

不正受験行為・指示違反等が発見された場合，
当該行為が行われた学期（前期または後期）の基幹教育科目の履修を，
実験，実習，実技科目を除き全て無効とする等の厳しい措置が取られることがある

不正行為は，厳しい措置の対象となるため
公正な態度で試験に臨むこと
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７.成績とGPAについて

成績は学生ポータルシステム（Campusmate-J）で確認
授業ごとに「ルーブリック」で示す評価基準で評価され，

基準に達し「合格」と認められた場合に所定の単位が与えられる

合格

不合格

・「基幹教育セミナー」は合格／不合格で評価し，合格を「Ｒ(Recognition)」，不合格を「Ｆ(Fail)」と表示

・ 成績はＧＰＡ（Grade Point Average）で表される

５段階の評価（S,A,B,C,F）を４～０までのGP（Grade Point）に置き換えて単位数を掛け，

その総和（GPT：Grade Point Total）を履修登録単位数の合計で割った平均点

※GPAは授業料免除・奨学金等の選考や，２年次以降のコース分けに利用することがある

GP成績の区分評語

4基準を大きく超えて優秀であるExcellentS

3基準を超えて優秀であるGoodA

2望ましい基準に達しているSatisfactoryB

1単位を認める最低限の基準には達しているPassC

0基準を大きく下回るFailF
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８.再履修について
一度単位を修得した科目は，再度履修することはできない
ただし，「F」または「C」となった科目は，一部を除き再履修することができる。

再履修に関する注意事項

① 春学期に「F」または「C」評価となった科目を，「夏学期」に再履修すること
はできない。

② 秋学期に「F」または「C」評価となった科目を，「冬学期」に再履修すること
はできない。

③ 再履修した場合の成績は，再履修によって得た評価に置き換わる。

【注意】「C」評価を得た科目を再履修して「F」評価となった場合，単位がなくなってしまう！

④ 言語文化科目では，「C」評価になった科目の再履修は認められず，
「F」評価の再履修の場合も「F」評価は上書きされずそのまま残る。

※再履修はあくまでも例外的な措置として捉え、

(初回の)履修時に責任をもって履修に努めるようにしてください。


